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特発性心室細動に対する植込み型除細動器治療における
適応別作動率とデバイストラブルに関する単施設長期
観察の報告
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【背景】特発性心室細動における治療の中で植込み型除細動器（ICD）の果たす役割は重要である．一方

で比較的若年でデバイス植込みを行われこととなる特発性心室細動の患者において，長期の経過にお

けるデバイストラブルは大きな問題である．特発性心室細動に対する ICD治療における作動率とデ

バイストラブルについて ICD植込み適応との関連およびその時期について検討した．【方法と結果】

1996年 12月から 2022年 8月の期間，単施設において Brugada症候群，QT延長症候群，特発性

心室細動に対して植込み型除細動器植込みを行った連続症例 66例を対象とした．平均観察期間 9.9

年（IQR 3.8-15年），男性 52例（79％），平均年齢 47歳（33-59歳）において予後，ICD適切作動，

リード不全や感染などのデバイストラブルをカプランマイヤー曲線において検討した．一次予防，二

次予防で比較すると，ICD適切作動は二次予防群が一次予防群より有意に多く（p＝ 0.04），予後や

デバイストラブルは両群に差を認めなかった．適切作動・不適切作動は経年的に増加する傾向があっ

たが，デバイストラブルについては植込み後 7年から 10年の間で比較的多く生じており，イベント

の発生時期についてもそれぞれ特徴がみられた．【結語】特発性心室細動のように長期にデバイス治療

が必要となる患者において，作動率やデバイストラブルの可能性も含めた十分な適応判断と慎重な経

過観察が必要と考えられた．
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